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燧灘大浜海岸におけるアミ3種の分布の季節変動
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   To examine seasonal variations in depth distribution of the three mysids, Archaeomysis japonica , 

Iiella oshimai  and Nipponomysis ornata , we carried out sampling four times from November 2004 

to September 2005 at a sandy beach (water depth, 1.3– 10.8 m) in eastern Hiuchi-nada, central Seto 

Inland Sea. Regardless of the season, the depth distribution was as follows: Archaeomysis japonica  

< Iiella oshimai  < Nipponomysis ornate . The depth distribution varied seasonally, and was deeper in 

winter than from summer to autumn.

　砂浜海岸は，ヒラメやハゼ類をはじめとして多くの
魚類の生息場となっている1-3）。小型の甲殻類のアミ類
は砂浜域に広く分布し，多くの魚類の餌となっている
2,4,5）。瀬戸内海燧灘東部の砂浜海岸では，オオシマフ
クロアミ Iiella oshimai とモアミ属の Nipponomysis 
ornata が優占しており，ヒラメやヒメハゼなどが主要
な餌としていた2）。砂浜域におけるアミ類調査では，
アミ類は種ごとに分布水深帯が異なり，さらに，季節
によって分布水深帯が変動することが知られている4-7）。
これらのアミ類の分布水深の季節変動に伴い，魚類の
分布水深も変動することが予想されることから，この
アミ類の分布水深の知見は，今後の砂浜域における魚
類の分布水深を議論する上で重要な情報となるだろう。
そこで本研究では，瀬戸内海燧灘東部の海岸で優占す
るI. oshimai とN. ornata および極浅海域で優占する
報告7）のあるナミフクロアミ Archaeomysis japonica
の分布水深帯の季節変動を調べた。

材料および方法

調査は，香川県三豊市大浜海岸において，2004年11
月18日，2005年2月4日，6月7日，9月9日の日中に
実施された（Table 1 ; Fig. 1）。アミ類は西水研型桁
網（網口幅2 m；高さ0.3 m；コッドエンド目合2.1 
mm）を，4定線において汀線と平行に150 m （Line 1）
または200 m（Line 2～4）曳網して採集され，直ち
に10％海水ホルマリンで固定された。採集前に塩分
測定のための表層水採集および表面海水温と水深を測
定した。実験室において，採集物からアミ類を選別し，
A. japonica とI. oshimai，N. ornata を同定して，種ご
との個体数を計数した。アミ類の種ごとの密度（個体
数 / 100 m2）は，桁網の採集効率を1.0として算出した。
一般的にはアミ類の採集には，0.33mm2 ,7 ）あるいは
0 . 76 mm7,8）の目合が用いられるが，本研究では2.1 
mm 目合の桁網を用いたことから，小型のアミ類が網
から抜けた可能性が高く，密度は過少評価されている
だろう。
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結果および考察

　水温と塩分は2004年11月18日が18.8℃，29.8，2005
年の2月4日が9.0℃，31.6，6月7日が19.4℃，32.5，9
月9日が26.6℃，31.5であった（Table 1）。定線の水深は，
定線1が1.3～2.9 m，定線2が1.7～3.3 m，定線3が3.4
～4.5 m，定線4が6.9～10 .8 m であった。
　採集されたアミ類はナミフクロアミが39個体，オオ
シ マ フ ク ロ ア ミ が651個 体， セ ト ト ゲ ハ マ ア ミ
Acanthomysis cf. okayamaensis と思われる個体が2個
体，ホソオトゲハマアミAcanthomysis tenuicauda が
3個体，N. ornata が8 ,137個体であった。ナミフクロ

アミは定線1と2，オオシマフクロアミは定線1～4，N. 
ornata は定線2～4で採集された。すべての調査で，
これらのアミ類の採集水深は，ナミフクロアミ，オオ
シマフクロアミ，N. ornata の順に深くなっていた。
岩手県大槌湾の砕波帯おける潜砂性アミ類の調査にお
いて，オオシマフクロアミはナミフクロアミより沖に
分布していたことが報告されている7）。また，オオシ
マフクロアミよりN. ornata が深場で分布することは
既報8,9）で報告されている。今回の結果はこれまでのア
ミ類の分布水深の調査結果を支持するものである。
　ナミフクロアミは，11月と9月には採集されなかっ
たが，2月と6月に水深の浅い場所で採集された。2月

Table  1　  アミ類採集の調査日および海洋環境

Fig. 1　瀬戸内海中央部燧灘に面する大浜海岸における
　　　　アミ類を採集した定線．
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Fig. 2　大浜海岸における 2004 年 11 月，2005 年 2 月，6 月，9 月のナミフクロアミArchaeomysis japonica（Aj），
　　　　オオシマフクロアミIiella oshimai（Io），Nipponomysis ornata（No）の採集密度の季節変動．

Fig. 3　ナミフクロアミA. japonica，オオシマフクロアミI. oshimai，N. ornata の分布水深の
　　　　季節変動の模式図

と6月の本種が採集された定線を比較すると，水温の
低い2月にはより深い定線2でナミフクロアミが採集
された。大槌湾の潜砂性アミ類の調査では，ナミフク
ロアミは波打ち際よりやや沖に分布し，その分布域は
夏には岸寄り，冬には沖寄りに移動していた7）。この
ことを考慮すると，11月と9月に採集されなかったの
はナミフクロアミが採集域より浅い場所で分布してい
たためと考えられる。また，2月により深い場所で採
集されたのは，分布域が他の季節より沖寄りになって
いたためだと考えられる。
　オオシマフクロアミはすべての調査で採集された。

本種が採集された定線をみると，11月と9月には定線
1～3で採集されていたが，2月にはより深い定線3と
4，6月には定線2～4で採集されていた。N. ornata は
すべての調査で採集されていたが，定線1では採集さ
れず，また2月には定線2でも採集されなかった。N. 
ornata の分布域はオオシマフクロアミと重複するもの
の，分布の中心はN. ornata がより深い場所であった。
オオシマフクロアミとN. ornata の採集水深から，こ
れら2種のアミ類の分布水深にはナミフクロアミと同
様に季節変動があり，それは夏から秋より冬に深くな
ることが示唆された（Fig. 3）。
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要　旨

　燧灘東部の大浜海岸において，ナミフクロアミとオ
オシマフクロアミ，モアミ属の1種のNipponomysis 
ornata の分布水深の季節変動について調査を行った。
各種の分布水深の順番は周年変わらず，ナミフクロア
ミ，オオシマフクロアミ，N. ornata の順に深かった。
これらのアミ類の分布には季節変動があり，夏から秋
より冬に深くなった。
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